
集　中　豪　雨

日本海でつよいエコーが見られる．それが山岳地帯にか

かると・デヒューズして弱くなる．ところが太平洋上に

出るとまた強くなる．そういう意味からするとたとえば

摩擦のような地形の影響はきいてし）ると思う．しかし，

単に地形で風が収束したら，そこに強いバンドが形成さ

れ停滞するとは私には考えられない．それは新潟の豪雨

の場合がよい例である．エコー発生源がもう少し北の方

にあれば秋田県の方に降ってもよいと思う．

　もちろん地形も効いていると思うが，年降水量の分布

などに大きく作用し，集中豪雨の場合には2次的なもの
　　　　　　　　　tではなかろうか．

　レーダーの立場からすると，帯状エコーの風上側にあ

る強い対流セルを発生させているところではどういうも

のか，また，数百kmものエコー帯の形成・維持機構は

なにかが重要で，後者には発生域とその風下の成層状態

と300mbまたはもう少し高いところまでの風の構造が

一番大きな役割をはたしていると思われる．
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　局地的な地形は少くとも第一次の要因ではないと思
う．

　松本（座長）：力学の方面から発言してほしい．

広田（東大）：あるスケールのじょう乱が発達し易い状

態になっていると思うので台風の場合に力学的バラソス

を取扱うが，集中豪雨の場合にもそのような考え方がつ

かえると思う．

　後町（京大）：セルがライソ状になるモデルを門脇さ

んが提示されたが，このモデルは今回の解析から得られ

たのか．

　門脇（東管）：線状エコーの形成機構のモデルとして

示したものはNewton，立平，Atlasなどのものでセル

の追跡RHIでのエコー特性の観測などが裏付けになっ

ている．羽越豪雨，七月豪雨（神戸ふきん）についてセ

ルの追跡等を行ったが，このようなモデルでかなりよく

説明できる場合もあるように思う．

　松本（座長）：これで終了します．
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